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鮮やかなさつき�

　中西別福祉館に入ると、赤、白と色鮮やかなさつきがずらりと並ぶ。そ�
の数78。さつきまつりの日程に合わせていろいろ調整し、花を開かせる腕�
前は見事だ。まつりが終わると、来年に向けて会員はさつきの調整に入る。�
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環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
と
「
べ
つ
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」
が

五
月
二
十
六
日
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
、

交
流
館
ぷ
ら
と
、
多
目
的
広
場
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
多
目
的
広
場
で
は
、
七
月
か
ら
本
格

的
に
始
ま
る
ご
み
の
分
別
収
集
Ｐ
Ｒ
、

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
交
換
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
子
い
ぬ
・
子

ね
こ
飼
い
主
探
し
な
ど
。
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
館
で
は
「
ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
が
開
か
れ
、
歌
手
し
ら
い
み
ち
よ

さ
ん
の
歌
を
交
え
な
が
ら
、
石
狩
川
開

発
建
設
部
長
田
口
哲
明
さ
ん
と
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
大
久
保
真
弓
さ
ん
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
地
域
と
川
の
連
携
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
田
口
さ
ん
は
「
別
海

町
は
毎
年
五
月
は

川
を
考
え
る
月
間

と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

町
村
で
指
定
し
て
い
る
の
は
初
め
て
な

の
で
は
」
と
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
別
海
町

植
樹
祭
も
「
環
境
フ
ェ
ス
タ
」
の
関
連

と
し
て
開
催
さ
れ
、
中
西
別
地
区
に
約

千
二
百
本
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
木
を
百
三

十
人
が
参
加
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。
�

　
今
年
も
春
別
川
と
西
別
川
で
川
下
り

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も

川
な
ど
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
�

�

〟
�

〝
�

植

樹

祭
�

建
設
業
協
会
苗
木
無
料
配
布
�

し
ら
い
み
ち
よ
コ
ン
サ
ー
ト
�

巣
箱
つ
く
り
�

ご
み
の
分
別
収
集
�

牛
乳
パ
ッ
ク
と
�

 
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
交
換
�

環
境
啓
発
パ
ネ
ル
�

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
紹
介
�

「
ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」�

環
境
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
�
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

美
し
く
咲
き
誇
る

さ
つ
き
ま
つ
り

毎
年
恒
例
の
「
第
十
七
回
中
西

別
さ
つ
き
ま
つ
り
」
が
、
六
月
二

日
か
ら
四
日
ま
で
の
三
日
間
中
西

別
福
祉
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
さ
つ
き
展
は
、
中
央
公
民

館
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
中
西
別
さ
つ
き
愛
好

会
（
高
橋
吉
弥
会
長
）
の
会
員
十

七
名
が
丹
精
こ
め
て
育
て
た
さ
つ

き
七
十
八
鉢
を
展
示
。
同
会
員
に

よ
る
と
「
開
花
前
の
気
温
の
温
度

差
が
は
げ
し
か
っ
た
の
で
室
温
の

調
整
に
苦
労
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
さ
つ
き
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、

色
鮮
や
か
な
さ
つ
き
一
鉢
一
鉢
を

じ
っ
く
り
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、

狩
野
美
津
子
さ
ん
（
中
春
別
西
町

９
）
が
受
賞
し
、
お
祝
い
に
訪
れ

た
木
村
総
務
部
長
よ
り
長
寿
賞
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

狩
野
さ
ん
は
、
明
治
四
十
四
年

五
月
二
十
五
日
生
ま
れ
。

五
月
二
十
七
日
、
平
成
十
三
年
度
別
海
消
防

団
総
合
訓
練
大
会
が
、
上
春
別
小
学
校
敷
地
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
七
つ
の
分
団
か
ら
団
員
百
十
六
人
が
参

加
し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
。
通
常
点
検
、

分
列
行
進
の
後
、
消
防
活
動
に
必
要
な
心
・
技
・

体
の
基
本
に
つ
い
て
養
う
「
ポ
ン
プ
車
繰
法
」

競
技
が
分
団
対
抗
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
繰
法
は

各
隊
員
が
待
機
か
ら
始
ま
り
操
作
要
領
・
行
動
・

動
作
・
放
水
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
優
勝
分
団
は
、
平
成
十
四
年

度
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道
消
防
操
法
大
会
に
根

室
管
内
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
勝
／
第
一
分
団
（
別
海
）
○
準
優
勝
／
第

三
分
団
（
尾
岱
沼
）
○
三
位
／
第
七
分
団
（
西

春
別
駅
前
）

日頃の消防訓練を披露

尾
岱
沼
長
寿
会
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

尾
岱
沼
長
寿
会
（
会
長
小
崎
利

一
）
の
三
十
八
名
が
六
月
六
日
、

尾
岱
沼
公
共
施
設
（
公
衆
ト
イ
レ

等
）
の
周
り
の
草
刈
り
、
雑
草
取

り
、
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
野
付
漁

業
協
同
組
合
の
前
は
尾
岱
沼
の
特

産
物
を
扱
う
売
店
が
近
く
、
観
光

客
や
組
合
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
と

二
十
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
で
の
活
動
は
毎
年
二
、

三
回
行
わ
れ
、
六
月
末
に
は
き
れ

い
に
な
っ
た
施
設
の
前
で
、
エ
ビ

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。



47

図画ポスター展�
む�し�歯�予�防�

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

六
月
十
八
日
、
上
風
連
小
学
校

の
児
童
は
役
場
、
教
育
委
員
会
、

病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

柏
の
実
学
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に

ス
ズ
ラ
ン
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人

や
入
院
患
者
、
施
設
入
所
者
へ
励

ま
し
の
気
持
ち
を
こ
め
て
毎
年
行

っ
て
い
る
活
動
で
す
。

午
前
中
に
全
校
児
童
五
十
人
が

学
校
か
ら
三
㎞
離
れ
た
秘
密
の
場

所
で
摘
ん
だ
ス
ズ
ラ
ン
を
花
束
に

し
ま
し
た
。

役
場
を
訪
れ
た
児
童
代
表
五
人

は
、「
上
風
連
の
大
自
然
で
育
っ
た

ス
ズ
ラ
ン
で
す
」
と
元
気
に
手
渡

し
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
て

帰
っ
て
き
て
ね

五
月
二
十
八
日
か
ら
町
営
畜
牛

育
成
牧
場
で
、
町
内
の
酪
農
家
か

ら
牛
を
預
け
入
れ
ら
れ
る
入
牧
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
入
牧
牛
は
二
千
二
百
頭
。

一
頭
ず
つ
番
号
、
体
重
、
写
真
撮

影
、
消
毒
を
し
て
九
百
八
十
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
大
草
原
へ
放
牧
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
牛
た
ち
は
、
十
月
下
旬
ま

で
同
育
成
牧
場
で
放
牧
さ
れ
、
広

い
牧
場
で
す
く
す
く
と
元
気
に
育

て
ら
れ
ま
す
。

第
二
十
四
回
別
海
町
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
・
第
十
五
回
西
春
別
駅

前
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
六
月
九

日
、
西
春
別
運
動
広
場
、
国
道
二

四
三
号
で
町
体
育
協
会
と
西
春
別

駅
前
陸
上
振
興
会
の
共
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
天
気
の

な
か
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
四

百
一
人
が
参
加
。

沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
力
に
あ
っ
た
マ
イ
ペ

ー
ス
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。

各
種
目
一
位
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
▽
小
学
四
年

田
中
利
樹
（
西
春
別
小
）

▽
小
学
五
年
　
加
我
彰

敬
（
上
西
春
別
小
）

▽
小
学
六
年
　
今
井
貴

浩
（
別
海
中
央
小
）

▽
中
学
生
　
岸
本
圭
矢

（
上
春
別
中
）
▽
高
校
・

一
般
（
四
十
歳
未
満
）

伊
藤
武
彦
（
西
春
別
）

▽
一
般
（
四
十
歳
以
上
）

辰
野
弘
幸
（
西
春
別
駅

前
曙
町
）

▽
一
般

（
六
十
歳
以
上
）今
西
茂

（
別
海
緑
町
）

【
女
子
】▽
小
学
四
年
　
石
川
陽
向

子
（
別
海
中
央
小
）

▽
小
学
五

年
　
菅
野
理
奈
（
上
西
春
別
小
）

▽
小
学
六
年
　
村
井
侑
杏
（
別
海

中
央
小
）

▽
中
学
生
　
郷
亜
里

砂
（
上
西
春
別
中
）

▽
高
校
・

一
般
　
辰
野
ひ
と
美
（
西
春
別
駅

前
曙
町
）

【
オ
ー
プ
ン
】▽
小
学
一
年
　
渡
辺

貴
章
（
上
西
春
別
小
）

▽
小
学

二
年
　
沖
田
英
（
上
西
春
別
小
）

▽
小
学
三
年
　
木
下
秀
兵
（
上
西

春
別
小
）

緑
の
大
地
を
走
る
快
感
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図画ポスター展�図画ポスター展�
む�し�歯�予�防�む�し�歯�予�防�

平成13年度�

　
六
月
四
日
の「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」、

歯
の
衛
生
週
間（
六
月
四
日
〜
十
日
）

に
ち
な
み
、
町
と
教
育
委
員
会
の
主

催
で
平
成
十
三
年
度
む
し
歯
予
防
図

画
ポ
ス
タ
ー
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
、
町
内
十
一
校
か
ら
、
六

百
三
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
、
五
月

二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
で
入

賞
作
品
が
決
定
。
六
月
四
日
に
特
別

賞
入
賞
者
六
名
の
表
彰
式
が
町
民
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

【
町
長
賞
】粂
川
真
里（
西
春
別
小
五
年
）【
教
育
長
賞
】兼
平
成
美（
野

付
小
六
年
）【
校
長
会
長
賞
】平
井
有
里
子（
中
春
別
小
三
年
）【
歯

科
医
師
賞
】水
本
明
日
未（
中
西
別
小
四
年
）横
田
香
苗（
別
海
中

央
小
六
年
）林
幸
奈（
別
海
中
央
小
一
年
）【
優
秀
賞
】村
山
百
合
加（
野

付
小
一
年
）斎
藤
萌（
光
進
小
二
年
）戸
田
加
玲
奈（
上
西
春
別
小

三
年
）上
出
小
麦（
光
進
小
四
年
）川
井
絵
梨
菜（
別
海
中
央
小
五
年
）

高
橋
真
穂（
野
付
小
六
年
）【
奨
励
賞
】戸
田
未
来（
野
付
小
一
年
）

三
宅
玲
那（
別
海
中
央
小
二
年
）宗
岡
彩（
上
西
春
別
小
三
年
）伊

藤
千
咲（
別
海
小
四
年
）小
貫
翔（
別
海
小
五
年
）佐
藤
亜
由
美（
中

春
別
小
六
年
）【
佳
作
】（
一
年
）干
場
華
恵（
野
付
小
）杉
谷
亮
太（
中

春
別
小
）阿
部
大
祐（
別
海
中
央
小
）藤
井
翔
太（
中
西
別
小
）（
二
年
）

河
合
総
一
郎（
中
春
別
小
）永
野
豊（
中
春
別
小
）阿
部
胡
桃（
野
付
小
）

古
賀
卓
也（
上
風
連
小
）菅
野
律
子（
中
西
別
小
）（
三
年
）瀧
尾
ま

き（
野
付
小
）中
田
紗
映
美（
別
海
小
）末
廣
唯（
上
西
春
別
小
）本

田
裕
也（
上
西
春
別
小
）（
四
年
）伊
達
一
稀（
野
付
小
）津
田
千
穂（
野

付
小
）林
加
奈
子（
中
西
別
小
）久
野
明
日
香（
中
春
別
小
）（
五
年
）

林
美
菜
子（
美
原
小
）土
屋
千
里（
中
春
別
小
）佐
藤
美
緒（
別
海
中

央
小
）二
村
美
優（
西
春
別
小
）元
山
涼
太（
西
春
別
小
）（
六
年
）和

泉
康
子（
中
春
別
小
）新
井
田
唯（
野
付
小
）坂
下
貴
宏（
野
付
小
）

伊
藤
望（
別
海
中
央
小
）浦
山
美
樹（
上
春
別
小
）�

町長賞を受賞した粂川真里さん�
町　長　賞�

教育長賞　兼平　成美 さん�
歯科医師賞　水本明日未 さん�

歯科医師賞　横田　香苗 さん�

歯科医師賞　林　　幸奈 さん�

校長会長賞　平井有里子 さん�



チ� ビ� ッ� コ�

※6月6日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

6

７月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

7

りん  た  ろう 

大隅凜太郎くん�
（敬士郎）�

えい  き�

本田　瑛暉くん�
（英雄）�

かん  た  ろう�

所　敢太郎くん�
（勝弘）�

安部きやらちゃん�
（友義）�

ゆう  と 

石川　雄都くん�
（勇雄）�

あい  こ�

神田　愛子ちゃん�
（和正）�

　　　　　小児神経外来�

７月13日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

７月９日b～７月10日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

７月23日b～７月24日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

７月12日e～７月13日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

７月26日e～７月27日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  看護婦（士）の募集について�

　町立別海病院では、看護婦（士）を募集し�

ています。�

　受付は随時行っていますので、病院総務係�

までお問い合わせください。�
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８月の保健業務予定�
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問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

津田　孝介くん�
（直人）�

こうすけ�

りょう�

神田　　亮くん�
（要）�

ま　お�

青木　麻桜ちゃん�
（伸寿）�

う   きょう�

東原　右京くん�
（友和）�

早坂　駿輝くん�
（尚宏）�

しゅん き� りゅう�

吉田　　竜くん�
（政利）�

h橋　野明ちゃん�
（泰樹）�

の　あ� れい  じ�

平林　礼司くん�
（鋭治）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月15日　日　尾岱沼東公民館�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月16日　月　本別海地域センター�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月17日　火　走古丹地域防災センター

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月21日　土　西春別駅前ふれあいセンター�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月22日　日　別海町民保健センター�

＊どの検診も30才から受けられます（昭和46年生まれから）�
＊今年還暦を迎える方（昭和16年生まれ）は総合検診が無料�
　です。�
＊70才以上（昭和６年以前に生まれた人）はすべての検診が�
　無料です。�
＊乳がん検診は７月上旬に申し込みを受け付けます。�
＊受診希望の方は電話又はFAXもしくはe－mailでお申し込�
　み下さい。�
　申し込みの際は次の項目をお知らせください。氏名、生年月日、住所、電話�
　番号、うける検診と検診希望日�
　　電話  01537－５－０３５９　FAX  01537－５－０３３７�
　　　　　　　　e－mail  ikiiki@aurens.or.jp　�

乳がん検診�

検診種類� 料　　金� 月　日�曜日� 会　　　場�

平成13年度  各種検診日程表  お申し込みはお早めに�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

1�

6�

7�

〃�

〃�

8�

〃�

9�

〃�

10�

〃�

14�

21�

22�

〃�

24�

28�

29�

30�

〃�

31

水�

月�

火�

〃�

〃�

水�

〃�

木�

〃�

金�

〃�

火�

〃�

水�

〃�

金�

火�

水�

木�

〃�

金�

12：30～13：00�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

11：00～14：30�

10：00～11：00�

11：00～14：30�

10：30～12：00�

12：30～13：00�

10：00～14：00�

11：00～14：30�

10：00～12：00�
16：00～17：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

11：00～14：30�

11：00～14：30�

11：00～12：30�

９：30～11：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

中春別団地センター�

東 公 民 館�

西 公 民 館�

母子健康センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

東 公 民 館�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

本別海地域センター�

上春別地域センター�

町民保健センター�

上春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

１ 才 半 健 診�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

中 春 別 地 区�
食生活改善講座�

乳 幼 児 相 談�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�
野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

３ 才 児 健 診 �

1才3ヵ月歯磨き教室�

別 海 漁 協 地 区�
食生活改善講座�
上 春 別 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

総

合

検

診

�
基本健康�
診　　査�
胃 が ん�
検　　診�
肺 が ん�
検　　診�
大腸がん�
検　　診�

2,000円�

   900円�

レントゲン�
   300円�

（喀痰500円）�

   500円�

   600円�
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図書館で活動しているサークルを紹
介します。サークルでは活動への協力、
参加を呼び掛けています。問い合わせ・
申し込みなどは図書館までどうぞ。皆
さんのご協力、参加をお待ちしており
ます。

【読み聞かせサークルどんぐり】
活動開始年…平成６年　会員数…７名
（代表者・小崎良子）
《活動内容》毎週水曜日午後２時30分から３時30分ま
で、図書館お話のコーナーで幼児から小学校低学年を
対象に、絵本の読み聞かせ・紙芝居・手遊びなどを行
っています。その他、12月に行われるクリスマスお楽
しみ会への協力もしています。

《サークルからのお知らせ》
どんぐりで

は、読み聞か
せなどの活動
をいっしょに
行ってくれる
会員を募集し
ています。小
さなお子さん
をお持ちの方、
子供たちに絵本を読んでくれる方、お気軽に参加くだ
さい。

問い合わせ／図書館（TEL5-2266 FAX5-0506）

図書館
通信

加
賀
家
文
書
館

開
館
一
周
年
記
念
特
別
展

「
加
賀
家
所
蔵
〜
江
戸
時
代
の
書
物
」

江
戸
時
代
末
期
に
根
室
地
方
の
場
所
請
負
人
の
用
人

と
し
て
働
い
た
加
賀
家
に
は
、
根
室
地
方
に
関
す
る
古

文
書
資
料
の
他
に
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
書
物
や

美
術
作
品
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
加
賀
家
七
代
目
加
賀
實
留
男
氏
か
ら
特
別
展

の
た
め
に
借
用
し
て
き
た
資
料
と
既
に
寄
託
さ
れ
収
蔵

さ
れ
て
い
る
資
料
を
公
開
い
た
し
ま
す
。

青
少
年
芸
術
劇
場

劇
団
さ
っ
ぽ
ろ
公
演

青
少
年
に
優
れ
た
芸
術
作
品
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す

る
目
的
で
毎
年
青
少
年
芸
術
劇
場
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
は
劇
団
さ
っ
ぽ
ろ
を
招
き
、
演
劇
「
ぼ
く

た
ち
の
遭
難
」
を
六
月
七
日
に
町
民
体
育
館
で
公
演
し
、

町
内
の
中
学
生
、
高
校
生
合
せ
て
約
千
三
百
人
が
熱
心

に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
道
南
の
漁
師
町
を
舞
台
に
、
い
じ
め

を
発
端
と
し
た
偶
発
的
な
航
海
の
中
で
微
妙
に
揺
れ
る

五
人
の
中
学
生
の
心
理
を
描
い
た
も
の
で
、
嵐
の
海
で

生
き
残
ろ
う
と
す
る
必
死
の
戦
い
の
中
、
生
徒
た
ち
が

大
切
な
も
の
に
気
が
つ
い
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

本
物
か
と
思
わ
せ
る
漁
船
の
動
き
の
中
で
展
開
さ
れ
る

劇
は
テ
ン
ポ
も
迫
力
も
十
分
で
大
変
好
評
で
し
た
。

○
期
間
／
七
月
二
日
（
月
）
〜
三
十
一
日
（
火
）

※
七
日
・
九
日
・
十
五
日
・
二
十
日
・
二
十
一
日
・

二
十
三
日
・
二
十
九
日
は
休
館
日

○
時
間
／
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

○
場
所
／
加
賀
家
文
書
館
ロ
ビ
ー
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別
海
町
知
的
障
害
者
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

促
進
事
業
受
け
入
れ
家
庭
募
集

平
成
十
二
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
「
別
海
町
知
的
障
害
者
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
促
進
事
業
」
は
、
一
般
家
庭
が
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
交
流

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
正

し
い
障
害
者
理
解
と
施
設
入
所
者
の
社

会
自
立
に
向
け
た
不
安
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
平
成
十
三
年
度
も
受

け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
募
集
世
帯
／
十
世
帯

○
受
け
入
れ
対
象
者
／
「
柏
の
実
学
園
」

利
用
者

○
受
け
入
れ
期
間
／
七
月
〜
八
月
の
う

ち
五
日
間
（
日
帰
り
三
回
、
一
泊
二
日

一
回
）

○
募
集
締
め
切
り
／
七
月
十
六
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
別
海
町
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
促
進
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局
・
柏
の
実
学
園
（
1
９
―
５
１
１

１
）排

水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

別
海
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
責
任
技
術

者
制
度
を
導
入
し
、
次
の
と
お
り
全
道

統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、

受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
名
称
／
第
六
回
北
海
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験
（
日
本
下
水
道
協

会
北
海
道
地
方
支
部
に
委
託
し
て
実
施

し
ま
す
）

○
場
所
／
釧
路
市
他

○
試
験
講
習
／
十
月
に
右
記
の
市
他
で

開
催
、

・
受
験
料
／
三
千
五
百
円

・
受
講
料
／
三
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込

み
）

○
受
付
期
間
／
九
月
三
日
（
月
）
〜
十

二
日
（
水
）
た
だ
し
土
・
日
曜
日
は
除

く
、
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜

午
後
三
時
三
十
分

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
管
理
係

（
内
線
３
５
２
）

消
火
器
を
安
全
に

使
用
す
る
た
め
に

消
火
器
に
さ
び
や
傷
、
変
形
、
キ
ャ

ッ
プ
の
ゆ
る
み
の
あ
る
も
の
は
破
損
等

に
よ
る
人
身
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

安
心
し
て
使
う
た
め
に
、
五
年
を
目
安

に
業
者
の
点
検
を
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
消
火
器
に
は
、

粉
末
消
火
器
と
強
化
液
消
火
器
が
あ
り
、

二
種
類
の
消
火
器
を
設
置
す
る
と
効
果

的
な
消
火
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
方
法
は
、
常
に
湿
っ
て
い
た
り

水
が
飛
散
す
る
場
所
は
避
け
、
壁
に
設

置
す
る
場
合
は
一
・
五
ｍ
以
下
と
し
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
屋
外
で
は
、
格
納

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
消
火
器
を
廃

棄
す
る
場
合
は
、
必
ず
販
売
店
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
廃
棄
料
は
有
料
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
／
別
海
消
防
署
予
防
係

（
1
５
―
２
１
６
１
）

平
成
十
三
年
度
入
所
者
募
集

○
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
十
五
歳
以
上
の
者

○
募
集
訓
練
課
程
／
一
般
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
課
程
（
身
体
障
害
者
「
肢
体

不
自
由
者
・
視
覚
障
害
者
・
聴
覚
・
言

語
障
害
者
・
内
部
障
害
者
」
の
職
業
訓

練
・
職
能
訓
練
を
行
う
課
程
）

○
定
員
／
三
百
三
十
名

○
入
所
日
／
肢
体
不
自
由
者
＝
八
月
・

十
月
・
平
成
十
四
年
二
月
、
視
覚
障
害

者
＝
十
月
・
平
成
十
四
年
一
月
、聴
覚
・

言
語
障
害
者
＝
十
月
・
平
成
十
四
年
一

月
、
内
部
障
害
者
＝
肢
体
不
自
由
者
・

視
覚
障
害
者
・
聴
覚
・
言
語
障
害
者
の

各
入
所
月

○
入
所
受
付
／
原
則
随
時
受
付
（
入
所

月
に
よ
っ
て
は
受
付
期
限
が
あ
り
ま
す
）

○
訓
練
期
間
／
原
則
二
年
以
内

○
申
請
窓
口
／
別
海
町
役
場
社
会
福
祉

係
（
内
線
２
８
４
）

問
い
合
わ
せ
／
国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
指
導
部
相

談
判
定
課
（
〒
３
５
９
―
８
５
５
５
埼

玉
県
所
沢
市
並
木
４
の
１
）

1
０
４
２
―
９
９
５
―
３
１
０
０
（
内

線
２
２
１
０
〜
２
２
１
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
９
９
５
―
４
５
２
５

▲あばた状の腐食

▲使用に耐えない変形

▲サビを落としても腐食の残るもの
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平
成
十
三
年
度

定
期
種
畜
検
査
の
お
知
ら
せ

牛
及
び
馬
の
種
畜
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。希
望
さ
れ
る
方
は
七
月
十
一
日（
水
）

ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
検
査
日
程
／
八
月
二
十
九
日
〜
三
十

一
日

問
い
合
わ
せ
／
酪
農
畜
産
係
（
内
線
３

０
３
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
２
４
９
７

別
海
町
敬
老
優
待
無
料

バ
ス
乗
車
券
が
変
わ
り
ま
す

別
海
町
で
は
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
を
対
象
に
「
敬
老
優
待
無
料
バ
ス

乗
車
券
」
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
七
月
一
日
か
ら
規
則
改
正
に
よ
り

交
付
方
法
並
び
に
乗
車
券
が
変
わ
り
ま

し
た
。
従
来
の
乗
車
券
は
六
月
三
十
日

ま
で
の
利
用
期
限
と
な
り
七
月
一
日
か

ら
は
新
し
い
「
敬
老
優
待
無
料
バ
ス
乗

車
券
」（
民
間
の
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
／
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
５
）

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度

後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た
方
へ

介
護
料
支
給
制
度
改
正
の
ご
案
内

自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度
の
後
遺

障
害
を
持
つ
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支
給
し
ま

す
。

◯
「
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方
」
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
自
賠
責
保
険
等
に
よ
る
後
遺
障
害
等

級
認
定
通
知
書
を
お
持
ち
の
方

・
後
遺
障
害
等
級
が
「
一
級
三
号
」
ま

た
は
「
一
級
四
号
」
の
方
（
常
時
介
護
）

・
後
遺
障
害
等
級
が
「
二
級
三
号
」
ま

た
は
「
二
級
四
号
」
の
方
（
随
時
介
護
）

②
自
賠
責
保
険
等
に
よ
る
後
遺
障
害
等

級
認
定
通
知
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

・
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
ま

た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
事
故
後
十

八
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
方
の
う
ち
、
所

定
の
書
式
に
よ
る
診
断
書
で
症
状
が
固

定
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
が
右

記
①
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
方
。

◯
受
給
資
格
者
が
施
設
入
所
や
介
護
補

償
の
給
付
等
を
受
け
た
時
は
支
給
し
ま

せ
ん
。

○
申
請
受
付
／
六
月
一
日
〜

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
市
鳥
取
大
通
六

丁
目
一
の
一
　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
ー
　
釧
路
支
所

（
1
０
１
５
４
―
５
１
―
７
３
３
７
）

入
校
前
適
性
相
談
の
ご
案
内

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
平
成
十
四
年
度
の
入
校
希
望
者
を

対
象
に
障
害
の
程
度
や
能
力
に
応
じ
た

訓
練
科
目
が
選
択
で
き
る
よ
う
、
次
に

よ
り
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
相
談
申
込
・
相
談
場
所
／
北
海
道
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山

六
十
番
地

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
相
談
期
間
／
七
月
三
日
〜
平
成
十
四

年
三
月
五
日
ま
で
　
午
前
九
時
三
十
分

〜
午
後
三
時
ま
で
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

○
持
参
す
る
書
類
／
相
談
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

又
は
障
害
を
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

○
訓
練
科
目
／
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ

ア
科
、
家
具
工
芸
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
、

建
築
設
計
科
、
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
科
、
被
服
縫
製
科
、
被
服
縫
製
科
作

業
実
務
コ
ー
ス

○
そ
の
他
／
今
年
度
か
ら
参
加
手
当
及

び
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宿

泊
希
望
さ
れ
る
方
は
、
寄
宿
舎
の
設
備

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
訓
練
第
二
課
（
1
０
１
２
５

―
５
２
―
２
７
７
４
）、最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
、
役
場
社
会
福
祉
係
（
内

線
２
８
５
）

町の花　センダイハギ�

広島・長崎の被爆当時の大型パネルを展示�
映画「にんげんをかえせ」「つるにのって」を上映�

問い合わせ／浦（1７－２４４０）�

8/1（水）・2（木）�
上春別地域センター�
10：00～16：00�

�

問い合わせ／別海町ソフトバレーボール協会  尾上（15-3342）�

7/22（日）�総合スポーツセンター  9時～�○参加資格／別海町在住の女性�
○参 加 料／1,000円�

第1回マルシン杯ソフトバレーボール大会�
�

○発売期間／7月16日b～8月3日f　○抽選日／8月14日c

１等前後賞合わせて３億円、２等は１億円。�
この収益金は市町村が行う明るく住み良い街づくりを�

支援しております。�

～市町村振興宝くじ～�
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町の花　センダイハギ�

い
じ
め
等
の
相
談
窓
口

北
海
道
い
じ
め
等
対
策
本
部
で
は
、

各
相
談
窓
口
を
通
し
て
い
じ
め
・
不
登

校
を
は
じ
め
、
進
路
・
家
庭
・
性
に
か

か
わ
る
こ
と
な
ど
児
童
生
徒
や
保
護
者

か
ら
の
相
談
を
幅
広
く
受
け
て
い
ま
す
。

各
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
、
い

じ
め
の
こ
と
は
勿
論
、
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
で
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
別
海
町
教
育
委
員
会
で
は
、

各
幼
稚
園
長
、
小
中
学
校
長
が
相
談
員

と
な
る
「
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
も

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
学
校
長
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

子ども電話相談�
（北海道中央児童相談所）�

少年相談110番�
（北海道警察本部）�

こども専用フリーダイヤル�
（北海道立教育研究所）�

教育相談電話�
（北海道立教育研究所）�

教育相談電話�
（北海道立特殊教育センター）�

根室教育局�

こどもホットライン�
（別海町教育委員会）�

0120－783852�

0120－677110�

0120－388286�
0120－388256�

011-386-7077�

011-612-5030�

01532-3-2715�

01537-5-0005

月～土    9：00～21：00�

月～金    8：45～17：30�

月～土  10：00～21：00�
月～土  17：00～21：00�

月～金  10：00～21：00�

月～金    9：00～17：00�

月～金    9：00～17：00�

月～金    9：00～16：00

相　　談　　窓　　口� 電話番号� 相 談 時 間�

１　町議会のはなし　　　　議会の仕組み　　　　　　　　　　　　議会事務局�

　　　　　　　　　　　　　〈ＩＴ時代に備えて〉　　　　　　　　
生涯学習メデ

�
２　町の情報化に関して　　町の情報化ネットワーク化とパソコン　

ィア推進室�　　　　　　　　　　　　　講習に関して等�

３
　私たちの領土　

　　　　北方領土のあらまし（地理・気候等）、�

　　～北方領土とは～
　　　領土返還運動の歴史と北方領土在住　　企画調整課�

　　　　　　　　　　　　　ロシア人の交流について　　　　　　　�

４　町の予算の傾向と対策　平成13年度予算の概要解説　　　　　　財 政 課�

５　税のはなし　　　　　　わかりやすい税の解説　　　　　　　　税 務 課�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２～６月除く）�

６　福祉関係について　　　〈福祉全般〉子どもからお年寄りまで　町民福祉課�

７　国保と年金について　　国民健康保険と国民年金の概要　　　　町民福祉課�

８　介護保険について　　　介護保険の仕組み等について　　　　　町民福祉課�

９　健康講座　　　　　　　人生を永く楽しむために　　　　　　　保 健 課�

10
　高齢者の在宅福祉　　　介護保険外の在宅福祉サービスに　　　介 護 支 援�
　　サービス　　　　　　　ついて　　　　　　　　　　　　　　　推 進 室�

11　生活環境について　　　ゴミの分別収集とリサイクル　　　　　生活環境課�

12　酪農畜産について　　　主な制度等の解説　　　　　　　　　　農 林 課�

13　林業について　　　　　施策及び制度等に関して　　　　　　　農 林 課�

14　遊漁について　　　　　禁漁区域、時期、手法と制限など　　　水 産 課�

15　別海の隠れた観光　　　別海町のあまり知られていない素晴�
　　スポット　　　　　　　らしい場所を紹介　　　　　　　　　

　商工観光課
�

16　快適でやさしい
　　　　

これからの道路と住宅のありかた
　　　管理課・事業�

　　住環境づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課・建築課�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工事発注・除雪時期を除く）　　　　�

17
　コンビニ・スポーツ　　体力づくり、スポーツ種目の技術習　　総合スポーツ�
　　教室　　　　　　　　　得などに関する教室や講演会を開設　　セ ン タ ー�

　　加賀家文書から見る　　別海町の江戸時代の様子を知るうえ�
18　江戸時代の別海町の　　で、貴重な資料「加賀家文書」につ　　郷土資料館�
　　ようす　　　　　　　　いて紹介�

19　応急処置の基本　　　　正しい応急処置の仕方について　　　　消 防 署�

番号� （行政メニュー）講座名� 講　　　座　　　内　　　容� 担当課・特記事項�

 

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
宅
配
講
座�

　
四
月
か
ら
、
皆
さ
ま
の
「
知
り
た
い
」
「
学
習
し
た
い
」
に
応
え
る
た
め
、
ま
た
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
「
町
づ
く�

り
」
を
進
め
て
い
く
た
め
「
出
前
講
座
」
制
度
を
始
め
ま
し
た
。�

　
行
政
に
関
す
る
制
度
・
手
続
き
・
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
が
地
域
へ
出
向
い
て
お
話
し
し
ま
す
。�

　
町
内
会
、
老
人
会
、
女
性
部
、
青
年
部
な
ど
の
会
合
時
で
も
利
用
で
き
ま
す
。�

�

ま
ず
電
話
で
ご
一
報
を
Z

1
５
―
１
１
９
１
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館�

¡10人以上で20日前までに申請してください。�
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おめでた・おくやみ�
（５月１日から５月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u山家壮太郎ちゃん（男）隆　志（上　春　別）�
　u羽石　美悠ちゃん（女）健　一（上　春　別）�
　u小野　　雅ちゃん（女）　学　（西　春　別）�
　u石井はるなちゃん（女）修　一（上　風　連）�
　u長野　　響ちゃん（男）　晃　（美　　　原）�
　u谷内　優希ちゃん（男）悌　晃（別　　　海）�
　u尾形　憂星ちゃん（男）義　弘（尾　岱　沼）�
　u袴田　眞央ちゃん（女）充　輝（尾　岱　沼）�
　u清実　春斗ちゃん（男）　司　（別　　　海）�
　u竹内　聖花ちゃん（女）　剛　（中　春　別）�
　u小崎　果雅ちゃん（女）　豊　（尾　岱　沼）�
　u竹内小太郎ちゃん（男）　亘　（別　　　海）�
　u北井　円花ちゃん（女）　吏　（上　風　連）�
　u高田　蒼也ちゃん（男）嘉　秋（豊　　　原）�
　u山桑　朱莉ちゃん（女）　哲　（上　春　別）�
　u松田菜々美ちゃん（女）　潤　（別　　　海）�
　u菅野　　凜ちゃん（女）敏　夫（別　　　海）�
　u菅野　　涼ちゃん（女）敏　夫（別　　　海）�
　u松川　朱里ちゃん（女）浩　三（西春別駅前）�
　u大南　陽都ちゃん（男）　優　（大　　　成）�
　u石渡　由莉ちゃん（女）一　人（別　　　海）�
　u　内　　隼ちゃん（男）　修　（中　春　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u江口　　忠・中司　　愛さん　（別　　　海）�
　u仲本　大輔・金子　三和さん　（別　　　海）�
　u三上　憲吾・大木　貴子さん　（豊　　　原）�
　u間瀬　秀継・須磨　典子さん　（美　　　原）�
　u柵木　克昭・二色　明子さん　（西春別駅前）�
　u波田　英夫・濱川　朋香さん　（奥　　　行）�
　u杉谷　智宏・大友なつみさん　（西　春　別）�
　u白石　政光・門脇　琴恵さん　（上　春　別）�
　u加藤　義明・鈴木　　薫さん　（西　春　別）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s吉田　　昭さん　（７４歳）　（西　春　別）�
　s木村　大輔さん　（１７歳）　（泉　　　川）�
　s道又　茂　さん　（４９歳）　（本　別　海）�
　s横田　郁夫さん　（８２歳）　（西春別駅前）�
　s木元登美枝さん　（７５歳）　（別　　　海）�
　s菅野　義信さん　（８７歳）　（別　　　海）�
　s山崎　よしさん　（８８歳）　（床　　　丹）�
　s　地　則昭さん　（４９歳）　（西　春　別）�
　s池田ナツ子さん　（７９歳）　（別　　　海）�
�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の花　センダイハギ�

安
心
・
便
利
・
お
得
な
サ
ー
ビ
ス

「
ゆ
う
ち
ょ
く
ら
ぶ
」

郵
便
局
で
は
郵
貯
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
カ

ー
ド
の
利
用
者
を
対
象
と
し
て
、「
郵
貯

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
の
紛
失
・
盗
難
・

偽
造
等
に
よ
る
損
害
の
補
償
（
百
万
円

ま
で
）
や
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
や

車
の
事
故
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ゆ

う
ち
ょ
く
ら
ぶ
」
の
加
入
取
り
扱
い
を

昨
年
六
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
は
、
わ
ず
か
三
百
五
十
円
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。

現
金
・
通
帳
等
を
お
預
け
の
際
は

「
預
り
証
」
を

お
客
さ
ま
か
ら
現
金
や
通
帳
・
証
書
、

郵
便
物
等
を
お
預
か
り
し
た
際
の
「
預

り
証
（
兼
引
換
証
）」
は
、
貯
金
証
書
な

ど
に
代
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
後
日
、
貯
金
証
書
や
現
金
等
を
必

ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

「
北
海
道
グ
ル
メ
会
」

会
員
募
集
に
つ
い
て

北
海
道
グ
ル
メ
会
も
今
回
で
十
四
回

目
に
な
り
ま
す
。
平
成
十
三
年
七
月
二

日
（
月
）
よ
り
新
規
加
入
の
募
集
の
受

付
、
現
会
員
の
方
に
は
、
継
続
の
ご
案

内
を
始
め
ま
す
。
申
し
込
み
希
望
の
方

は
お
近
く
の
郵
便
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

回
収
し
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保
護

の
た
め
、
古
く
な
っ
た
電
話
帳
を
積
極

的
に
回
収
し
て
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
（
七
月
中
に
お
届
け

予
定
）
を
受
け
と
ら
れ
た
際
に
、
古
い

電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。

ま
た
、
配
達
員
に
お
渡
し
出
来
な
か

っ
た
方
は
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
1
０
１
２
０
―
５
０
６
３
０
９

フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

春別川クリーンいかだ下り�春別川クリーンいかだ下り�

8/5（日）�
午前9時～�
農漁村交流会　正午～�

主催／別海町自然に親しむ会�
後援／美原・豊原連合会、中春別町内会、�
　　　中春別町内会連絡協議会、ＪＡ中春別、�
　　　中春別商工会支部�

「川を考える」月間制定を契機に地域が�
一体となって環境保全に積極的に取り組む。�

�
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◆
今
年
は
、
天
候
不
順
で
遅
れ
て
い
た

牧
草
収
穫
作
業
も
各
地
で
は
じ
ま
り
、

酪
農
家
の
皆
さ
ん
は
忙
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
か
。
尾
岱
沼
で
は
、
夏
の
風
物

詩
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
漁
が
解
禁
に
な

り
ま
し
た
が
漁
具
合
は
い
か
が
で
す
か

？
。
ま
た
、
作
業
中
の
事
故
に
は
十
分

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。『
安
全
第
一
』

▽
道
内
で
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
観

光
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。
例
年
こ

の
時
期
死
亡
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、
車
間
距
離
な
ど
に
気
を
付

け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
ち
ハ

ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
握
っ
て
安
全
運
転

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
色
つ
き
袋
を
皆
さ
ん
は
も
う
購
入
済

み
？
七
月
一
日
か
ら
ご
み
の
分
別
収
集

が
本
格
的
に
始
ま
り
、
指
定
の
ご
み
袋

で
な
け
れ
ば
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

環
境
は
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
こ
へ
行
っ

て
も
ま
と
わ
り
つ
く
も
の
で
、
ゴ
ミ
の

分
別
は
個
人
が
ど
れ
だ
け
認
識
し
て
行

動
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
地
域
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
大
切
だ
。

最
近
、
近
所
の
子
ど
も
が
悪
い
こ
と
を

し
て
も
、
本
気
で
怒
っ
て
く
れ
る
お
じ

ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
聞
く
。
も
し
、
ご
み
の
捨
て

方
が
わ
か
ら
な
い
人
を
見
つ
け
た
ら
教

え
て
あ
げ
よ
う
。
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
知

ら
ん
ぷ
り
な
ん
か
し
な
い
で
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
は
、
思
い
や
り
、
や
さ
し
さ

が
必
要
不
可
欠
。
間
違
っ
て
い
た
ら
怒

っ
て
も
い
い
、
け
ん
か
し
て
も
い
い
。

そ
れ
が
チ
ー
ム
。
私
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
チ
ー
ム
が
土
台
を
築
き
始
め
て
い
る
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

ふれあいのある明るい�
地域づくりに参画しよう�

別海町の交通事故発生状況�
発生19件、死者２名、傷者22名�

前年同期比   （－２）　　　  （±０）　    　（－９）　　 　�

（平成13年１月１日～６月26日）�
「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

7月は〝社会を明るくする運動〟強調月間�

Ｑ、どのような場合に老齢基礎年金が受けられるの
ですか。
Ａ、保険料を25年以上納めれば受けられます。老齢
基礎年金を受給するには、保険料を納めた期間、免
除された期間および合算対象期間を合わせて最低25
年以上必要となります。老齢基礎年金は65歳から支
給開始されますが、本人の希望により60歳から65歳
の間に繰上げて受けることができますし、逆に、「65
歳ではまだまだ現役だから給付を先に延ばしたい」
という人は、66歳以降に繰下げることもできます。
その場合、支給開始年齢に応じて年金額が調整され
ることになりますから、繰上げ支給の人は減額され
た年金を、繰下げ支給の人は増額された年金をもら
うことになります。
いずれにしても、老齢基礎年金は支給が開始され

てから生涯にわたって受け取るものですから、特に
繰上げを希望する人は慎重に決められた方がよろし
いかと思います。なお、もしも60歳までに25年の期
間を満たせなかった場合、60歳から65歳になるまで
の間、任意加入することができますが、それでも無
理だという人には65歳から70歳未満を対象とした任
意加入制度もあります。

社会保険事務相談所開設日
○日時／８月21日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の花　センダイハギ�

寄
　
付

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
西
別
赤
十
字
奉
仕
団
部
長
三
原
真
佐

子
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
金
田
昌
子

さ
ん（
本
別
海
）
▽
鈴
木
一
義
さ
ん（
上

春
別
）
▽
近
内
ミ
サ
子
さ
ん
（
別
海
旭

町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
ザ
・
ス
ネ
イ
ク
サ
ウ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ

代
表
中
野
孝
男
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

▽
菅
野
美
喜
子
さ
ん
（
別
海
寿
町
）
▽

山
崎
一
郎
さ
ん
（
床
丹
）
▽
池
田
政
敏

さ
ん
（
茨
城
県
水
戸
市
）
▽
浅
井
義
一

さ
ん
（
豊
原
）
▽
吉
田
静
江
さ
ん
（
西

春
別
駅
前
西
町
）
▽
木
村
謙
さ
ん
（
泉

川
）
▽
吉
川
清
さ
ん
（
泉
川
）
▽
山
田

一
雄
さ
ん
（
別
海
宮
舞
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
勤
労
者
福
祉
資
金
」

融
資
を
ご
利
用
下
さ
い

北
海
道
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め

の
方
（
育
児
・
介
護
休
業
中
の
方
も
含

み
ま
す
）、
季
節
労
働
者
の
方
、
企
業
倒

産
な
ど
事
業
主
都
合
に
よ
り
離
職
し
た

方
に
、
医
療
、
教
育
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
「
生
活
資
金
」
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
各
取
扱
金
融
機
関
（
北

海
道
労
働
金
庫
、
各
信
用
金
庫
、
各
信

用
組
合
）
ま
た
は
根
室
支
庁
商
工
労
働

観
光
課
、
北
海
道
経
済
部
金
融
課
（
1

０
１
１
―
２
３
１
―
４
１
１
１
内
線
２

６
―
３
６
５
）
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


